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平成２9年度シラバス

科目名 授業の種類 授業担当者

音楽Ⅱ 演習
倉科深陽・米山瑞穂・山口嘉美・
日下典江・倉石貴美子・佐藤いくみ・
丸山知子・菅原由貴

文化学園長野保育専門学校

必修・選択

保育科 2 2 60 30 通年 選択

学科 学年 単位 時間数 授業回数 履修時期

項　　目 授 業 内 容

〔授業の目的・ねらい〕

　幼児の音楽指導に必須であるピアノの演奏技能を高め、音楽的表現の向上を目指す。また、保育者として必要な「弾き歌
い」の技能向上を目指す。

〔授業全体の内容と概要〕

表現領域の中でも音楽は幼児の生活に密着して関わり、情操の育成からもとても重要な要因となる。その情操教育の重要性
に鑑み、音楽の表現力(ピアノの演奏技能と弾き歌いの演奏技術)の個人差も考慮し、学生個々への個別指導により、一層の
演奏技術向上をはかる。「音楽Ⅰ」の継続により、一層の進展をはかる。

〔受講上の注意事項〕

１ 次回授業までの課題を消化し、授業に臨むこと。
２ 弾き歌い課題はより多くの曲に挑戦し、締切日までに課題をこなすこと。
３ 個人レッスン、グループレッスン時間外は楽典問題に取り組み、問題プリントを提出すること。

〔使用テキスト〕 〔評価基準〕

各自の技量に合わせた教則本、童謡、子どもの歌の
楽譜、ピアノひけるよ！楽典ワーク、大人の音楽ドリル
他

試験の実施、授業出欠席と態度、提出物・レポート等による総合評
価。
課題への取り組み度・課題達成度・・・60％
授業出席率・授業態度・試験での演奏・・・40％

〔授業の日程と各回のテーマ・授業内容〕

開講にあたって ガイダンス、自己紹介、各自の技術の点検

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題について）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題№１～３）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題№４～６）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題№７～９）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題№１０～１３）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題№１４～１６）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題№１７～１９）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題№２０～２２）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題№２３～２５）
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個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題まとめ）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題発表）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い中級課題～上級課題へ）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾く歌い上級課題№１～５）

課題発表 実技の発表と今後の課題提示

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№６～１０）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№１１～１５）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№１５～２０）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№２１～２５）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№２６～３０）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№３１～３５）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№３５～４０）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№４１～４５）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№４６～５０）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№５１～５５）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題№５６～６０）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題まとめ）

個別指導 課題発表、指導、次回までの課題提出（弾き歌い上級課題発表）

個別指導
課題発表、指導、次回までの課題提出（教則本中級課題・弾き歌い上級課題
発表）

一年間のまとめ まとめ


